
今
年
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
る
と
き
で
す
。 

実
現
し
た
い
政
策
と
し
て
、
み
ん
な
の
意
見
・ 

ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
！ 

          

みんなで考えよう 一宮の未来! 

新しいまちづくりは、みんなの意見で！ 
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 たくさんのご意見・ご提

案をお待ちしております。 

地
方
交
付
税
な
ど
が
削
減
さ
れ
、
町
の
財
政
が
年
々

苦
し
く
な
っ
て
い
る
状
況 

 

皆
様
ご
存
知
の
通
り
、
国
は
深
刻
な
財
政
難
で
、
地
方
自
治
体
へ

の
財
政
的
支
援
も
年
々
削
減
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
前

の
財
源
に
国
か
ら
の
交
付
金
を
加
え
て
財
政
を
ま
か
な
っ
て
き
た
地

方
自
治
体
は
、
ど
こ
も
苦
し
い
台
所
事
情
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
将
来
も
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

一
宮
町
独
自
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
政
策

実
施
財
源
を
作
り
出
す
必
要 

 

一
宮
町
を
今
後
も
住
み
よ
い
町
と
す
る
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革

を
徹
底
し
、
斬
新
な
政
策
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
を
作
り
出
す
と

と
も
に
、
税
収
に
繋
が
る
各
種
の
振
興
策
を
系
統
的
に
行
っ
て
ゆ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

町
の
財
政
状
況
、
予
算
な
ど
に
つ
い
て
知
る
必
要
性

 

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
町
当
局
が
積
極

的
に
財
政
状
況
や
予
算
の
編
成
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
公
開
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
も
町
の
財
政
状
況
を
よ
く
知
り
、

毎
年
の
予
算
の
策
定
・
執
行
に
つ
い
て
十
分
な
認
識
を
も
ち
、
協
働

の
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

町
の
抱
え
る
問
題
点
を
洗
い
出
す
こ
と
の
重
要
性 

 

よ
り
よ
い
町
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
現
状
の
ど
こ
に
問
題
点
が
あ

る
の
か
、
正
し
い
認
識
を
獲
得
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
不
十
分
・

不
正
確
な
認
識
で
は
、
正
し
い
解
決
の
方
向
は
導
け
ま
せ
ん
。 

 

幅
広
い
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
る
対
策
の
作
成

 

町
の
抱
え
る
問
題
点
を
正
し
く
把
握
し
、
解
決
の
方
策
を
練
る
と

き
に
は
、
一
部
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
限
り
多
く
の
住
民
の

意
見
を
参
考
に
し
、
各
方
面
に
目
配
り
の
き
い
た
、
真
に
有
効
性
の

あ
る
解
決
・
改
善
案
を
策
定
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
の
意
見
の
行
政
へ
の
反
映 

 

以
上
の
よ
う
な
、
町
の
財
政
状
況
の
正
し
い
認
識
、
町
の
抱
え
る

各
種
問
題
へ
の
正
し
い
認
識
、
そ
し
て
幅
広
い
住
民
の
意
見
を
踏
ま

え
た
形
で
の
解
決
策
の
策
定
、
と
進
ん
だ
後
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
も
と

に
、
行
政
当
局
及
び
議
会
と
積
極
的
に
協
働
し
、
こ
れ
を
現
実
の
町

政
の
場
に
生
か
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
最
後
に
、
市
町
村
合
併
問
題
に
関
し
て
で
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
私
ど
も
は
、
従
来
も
ご
案
内
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
と

お
り
、
住
民
投
票
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
尊
重
し
つ
つ
、
最
も
適

切
な
方
向
を
歩
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

【これまでに皆さまからいただいたご意見より】 

〔行政改革・情報公開・住民参加〕 
○増税しないで、収入を得る町政はできませんか。 

○現在の各市町村の財政状態を透明に開示して頂きたい。年度毎の収支会計ではなく、バ

ランス・シート的な資産と負債・純資産（又は赤字資産）の状況など。 

○我が町は我が町で経費削減に努め、住民参画の町になるように期待します。 

○町内にはいろいろの経験をして来た人逹がたくさんいると思います。それらの人逹にボ

ランティアとして立ち上がってもらい、よりよい一宮作りをしていったらと思います。

〔福祉・医療など〕 
○一宮町に住んで安心して生活していく上では、総合病院が出来ることを望みます。また、

町で何かを行おうとする時、文化施設がありません。皆んなが集える場所が必要だと思

います。 

〔観光など〕 
○一宮は産業の薄い土地柄故、観光にも力を入れて発展を目指すのも一考と思います。

○一宮川沿いに桜を植えたらどうでしょうか？ 

〔合併問題とまちづくり〕 
○これからも合併反対です。しかし地方自治の今後は徹底した経費・人員（議員・職員）

の削減と住民の充分なる理解と積極的な参画の協力がなければなりません。中央の行政

施策ばかりに頼っては進歩がありません。これからは我々住民がしっかりと地方自治を

守らねば・・・ 

○合併は反対です。町の文化・特色を生かしたいという住民の声を大切に。 

○一宮町は上総一ノ宮駅を中心に、長生村・白子町と合併し、海の街として発展すべきだ

と思います。また、白子のテニス・長生のサッカー（フットボールパーク）・一宮のサ

ーフィンをもっとアピールし、スポーツと健康もテーマに団結すれば、大きなパワーに

なります。もっと皆、前向きに考え、一歩踏み出す時です！ 

○今後の行政サービスと住民生活の維持のために、一宮町が自立してゆこうとする選択は

正しいのでしょうか。町当局には、より一層の情報の公開が必要とは思いますが、町民

の信を得た立場である町長・議会に一任すべき問題と考え、貴会の冷静な対応を望みま

す。 

〔住民投票条例〕 
○住民が真剣に考え、意志・意見を示す機会を望む今、この条例の制定は、ぜひ必要です。

町民のための政策・政治であるべきと思います。 

 貴重なご意見をありがとうございました。さらに多くのご意見・ご支援

と、私どもの活動へのご参加をお待ちしております。 

～ よりよき未来の一宮のために ～



 
 

 

 

ご意見・ご提案は随時募集しています。お名前・ご連絡先を明記の上、郵送・FAX

でお送りいただくか、下記ご意見回収箱にお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご提案： 

                       

                       

                       

                       

                       

ご住所：                
お名前：          電話：         

できるだけ多くの皆さんとご一緒させていただきたいと

思っております。お気軽にご連絡ください。 

魚平さん

128号

 本橋

ご意見回収箱

本橋： 

東浪見8442-1 

馬淵：一宮3604-1

(42-4211) 

(

旧
岡
病
院) 

馬
淵 

ご意見回収箱 １
２
８

１ 

２ 

８ 

号 

藤乗：一宮2933 

(42-6068) 

藤
乗 

ご意見回収箱 

一宮駅前 

１ 

２ 

８ 

号 

一
宮
駅

※国道128号「一宮駅前」交差点 

ご意見回収箱 

１
２
８

 

坂
野

坂野： 

宮原545-2

（平成19年12月23日 朝日新聞）

本会の活動をふまえて、本会会員・玉川孫一郎のインタビューが

新聞に掲載されました。 


